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男女共同参画に関する市民意識調査報告書（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

■理想と現実の比較 

✤理想は“夫婦とも同じぐらい”で「育児・しつけ」を負担、現実はすべての項目で“妻”の負担

が大きい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆◇全体◆◇ 

理想では「育児・しつけ」で「夫婦とも同じぐらい」が 73.0％と最も多く、次に「看護・介護」

で「夫婦とも同じぐらい」が 53.2％となっています。 

現実では「食事のしたく」で「妻」が 89.0％と最も多く、次に「洗濯」で「妻」が 85.3％とな

っています。 

 

✤すべての項目で理想に対して現実の数値が高くなっています            （％） 

全体 ①食事のしたく 
②食事の後片付

け・食器洗い 
③掃除 ④洗濯 ⑤育児・しつけ ⑥看護・介護 

理想 58.3 26.9 28.0 49.0 11.8 8.0 

現実 89.0 73.2 73.2 85.3 45.6 37.4 

差（現実－理想） 30.7 46.3 45.2 36.3 33.8 29.4 

◆◇“妻”の理想と現実の割合◆◇ 

すべての項目で「妻」とした割合に着目し、理想と現実を比較しました。 

「食事の後片付け・食器洗い」は、「理想」での割合は 26.9％となっていましたが、「現実」に

ついては、73.2％と 46.3 ポイントの大きな差がみられました。「掃除」についても、「理想」の割

合は28.0％となっていましたが、「現実」は 73.2％と 45.2 ポイントの差がみられました。 

その要因として、「理想」では男女ともに「夫婦とも同じぐらい」、「家族全員」を選択していても、

「現実」は「妻」が行っている様子がうかがえます。 
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３ 職業生活について 

 

３－１ 女性の社会進出に関する意識 
 

問 13 一般に女性が職業を持つことについて、あなたはどうお考えですか。（○は１つ） 

 

✤「子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業を持つ方がよい」で約５割 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆◇全体◆◇ 

「子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業を持つ方がよい」が 49.8％と最も多

く、次いで「子どもができても、ずっと職業を続ける方がよい」（26.9％）となっています。 

◆◇性別◆◇ 

差はあまりみられません。 

◆◇年齢別◆◇ 

「子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業を持つ方がよい」は、60 歳代以上が

54.1％と最も多く、次いで 50 歳代の 52.4％、20 歳代の 51.7％となっています。 
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■理想と現実の比較 

✤理想では「仕事と家庭生活をともに優先したい」が、現実は「仕事を優先している」が最も多い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
◆◇全体◆◇ 

理想では「「仕事」と「家庭生活」をともに優先したい」が 35.8％と最も多く、現実では 23.3％

となっています。また、理想で「「仕事」を優先したい」が 3.9％なのに対し、現実では 40.5％と

なっています。 

◆◇性別◆◇ 

男性の理想は「「仕事」と「家庭生活」をともに優先したい」が 41.3％と４割を超え、女性の理

想では「「仕事」と「家庭生活」をともに優先したい」は 29.8％と約３割となっています。 

男性の現実では「「仕事」を優先している」が 51.3％と５割を超えています。女性の現実では「「家

庭生活」を優先している」が 32.3％と３割を超えています。 
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４－３ 地域活動の場における状況 
 

問 23(2) 参加している（いた）地域活動の場で、あなたは次のようなことを感じますか。（あてはまる

ものすべてに○） 

 

✤「若い人や新たな参加者が少ない」と感じているは３割強 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆◇全体◆◇ 

「若い人や新たな参加者が少ない」が 35.3％と最も多く、次いで「名簿上では男性が会員にな

っているが、実際は女性が参加している」（27.7％）、「代表者は男性から選ばれる慣例がある」

（24.4％）の順となっています。 

◆◇性別◆◇ 

性別に関わらず「若い人や新たな参加者が少ない」が最も多くなっています。 

また、男性では「代表者は男性から選ばれる慣例がある」（33.0％）、女性では「名簿上では男性

が会員になっているが、実際は女性が参加している」（29.7％）の割合がそれぞれ多くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体 ｎ=624

20.8

24.4

10.3

16.0

16.7

27.7

35.3

2.6

21.5

12.2

0 20 40 60

行事などの企画は主に男性がしている

代表者は男性から選ばれる慣例がある

誰も自由に発言できる雰囲気がない

責任ある役を女性が引き受けない

お茶くみや食事の準備などは女性

が担当することになっている

名簿上では男性が会員になってい

るが、実際は女性が参加している

若い人や新たな参加者が少ない

その他

特にない

無回答

（％）

27.4

33.0

9.3

24.2

11.2

23.7

35.3

2.3

20.0

10.2

17.4

19.9

10.8

11.8

19.6

29.7

35.0

2.7

22.3

13.2

0 20 40 60

行事などの企画は主に男性がしている

代表者は男性から選ばれる慣例がある

誰も自由に発言できる雰囲気がない

責任ある役を女性が引き受けない

お茶くみや食事の準備などは女性

が担当することになっている

名簿上では男性が会員になってい

るが、実際は女性が参加している

若い人や新たな参加者が少ない

その他

特にない

無回答

男性 ｎ=215

女性 ｎ=408

（％）



 

 

8.3

12.3

4.3

7.6

10.6

12.9

5.7

77.3

85.0

71.5

85.3

75.3

6.7

6.4

2.0

6.3

9.6

5.2

4.7

7.8

2.9

70.6

75.1

82.8

12.5

8.1

10.1

6.6

5.2

2.9

6.5

11.8

全体 ｎ=1041

男性 ｎ=446

女性 ｎ=592

20歳代 ｎ=116

30歳代 ｎ=238

40歳代 ｎ=217

50歳代 ｎ=170

60歳代以上 ｎ=296

７－２ 暴力被害の経験 
 

問 29 これまでに、あなたの恋人や配偶者（事実婚や別居中、離婚後を含む）から、身体的・精神的・

性的・経済的暴力を受けたことがありますか。（○は１つ） 

 

✤何らかの暴力を受けた人は 14.6％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆◇全体◆◇ 

「まったくない」が 77.3％で最も多くなっています。 

◆◇性別◆◇ 

男性では“何らかの暴力を受けた人”（「何度もあった」と「１、２度あった」を合計）が 4.9％

であるのに対し、女性では 21.9％と多くなっています。 

◆◇年齢別◆◇ 

“何らかの暴力を受けた人”は 20 歳代で 10％未満と低く、逆に 40 歳代、50 歳代では 20％

弱となっています。 
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８－４ 男女共同参画社会を形成するために市が力を入れるべき施策 
 

問 32 男女共同参画社会を形成していくため、今後、市はどのようなことに力を入れていくべきだと思

いますか。（○は３つまで） 

 

✤「子育て支援の推進と保育サービスの充実」に力を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆◇全体◆◇ 

「子育て支援の推進と保育サービスの充実」が 40.1％で最も多く、次いで「男女共同参画に関

する広報・啓発の推進」（26.0％）、「高齢者や障がい者などの生活安定と自立支援」（24.1％）の

順となっています。 

◆◇性別◆◇ 

性別に関わらず「子育て支援の推進と保育サービスの充実」が最も多く、男性で 39.0％、女性

で 40.9％となっています。次いで、男性では「男女共同参画に関する広報・啓発の推進」（33.9％）、

女性では「高齢者や障がい者などの生活安定と自立支援」（26.9％）、「職場における両立支援の推

進」（24.2％）が上位となっています。 
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男女共同参画に関する広報・啓発の推進

社会教育における男女平等・男女共同参

画の教育・学習の推進

女性のための各種相談の充実

各種活動のリーダーとなる女性の養成

生涯を通じた心身の健康維持と増進

母性保護の向上と母子保健の充実

子育て支援の推進と保育サービスの充実

職場における両立支援の推進

高齢者や障がい者などの生活安定と自立支援

学校教育における男女平等の推進

職場における男女の均等な取り扱いに

ついての周知徹底

女性のチャレンジ支援の推進

政策・方針決定の場への女性の参画を拡充

女性や子どもに対する暴力の根絶

各国の女性との交流や情報提供など、

国際交流の推進

その他

特にない

わからない

無回答

（％）
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20.9

20.4

8.5

11.7

4.3

10.1

9.2

2.7

1.8

2.2

6.5

4.7

20.3

14.7

16.0

6.6

18.9

11.0

40.9

24.2

26.9

8.1

8.8

7.6

7.3

13.5

3.2

0.7

2.7

5.7

2.2
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男女共同参画に関する広報・啓発の推進

社会教育における男女平等・男女共同参

画の教育・学習の推進

女性のための各種相談の充実

各種活動のリーダーとなる女性の養成

生涯を通じた心身の健康維持と増進

母性保護の向上と母子保健の充実

子育て支援の推進と保育サービスの充実

職場における両立支援の推進

高齢者や障がい者などの生活安定と自立支援

学校教育における男女平等の推進

職場における男女の均等な取り扱いに

ついての周知徹底

女性のチャレンジ支援の推進

政策・方針決定の場への女性の参画を拡充

女性や子どもに対する暴力の根絶

各国の女性との交流や情報提供など、

国際交流の推進

その他

特にない

わからない

無回答

男性 ｎ=446
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男女共同参画に関する広報・啓発の推進

社会教育における男女平等・男女共同参

画の教育・学習の推進

女性のための各種相談の充実

各種活動のリーダーとなる女性の養成

生涯を通じた心身の健康維持と増進

母性保護の向上と母子保健の充実

子育て支援の推進と保育サービスの充実

職場における両立支援の推進

高齢者や障がい者などの生活安定と自立支援

学校教育における男女平等の推進

職場における男女の均等な取り扱いに

ついての周知徹底

女性のチャレンジ支援の推進

政策・方針決定の場への女性の参画を拡充

女性や子どもに対する暴力の根絶

各国の女性との交流や情報提供など、

国際交流の推進

その他

特にない

わからない

無回答

男性 ｎ=446

女性 ｎ=592

（％）



 

 

７ 男女共同参画への取組について 

 

問 20 春日井市では、男だから女だからと決めつけないで、誰もがその人らしく個性や能力を発揮する

ことができる「男女共同参画社会」の実現を目指しています。 

これから、どのようなことに力を入れて取り組むとよいと思いますか。（あてはまるもの３まで

に○印） 

 

✤中学生は「子どものときから、男女平等について家庭でも学校でも学習する」 

高校生は「家事・育児、介護などをみんなで助け合い、女性が仕事を続けられるようにする」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆◇中学生◆◇ 

全体でみると、「子どものときから、男女平等について家庭でも学校でも学習する」が 41.2％で

最も多く、次いで「男性も家事を理解し参加できるよう実技を学ぶ教室や講習会を開く」（33.0％）、

「男女が不平等なことで悩んだり、困っていることを相談できる」（32.2％）の順となっています。 

性別でみると、男子の 40％を超える項目は、「子どものときから、男女平等について家庭でも学

校でも学習する」（44.2％）となっています。 

また、女子の 40％を超える項目は、「男性も家事を理解し参加できるよう実技を学ぶ教室や講習

会を開く」（40.9％）、「家事、育児などを助け合い、女性が仕事を続けられるようにする」（40.7％）

となっています。 
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子どものときから男女平等について

家庭でも学校でも学習する

大人の誰もが男女平等について学習する

男女が不平等なことで悩んだり

困っていることを相談できる

男性も家事を理解し参加できるよう

実技を学ぶ教室や講習会を開く

家事・育児などを助け合い、女性が

仕事を続けられるようにする

女性が方針決定や計画づくりに

参加し意見を言えるようにする

企業が男女共同参画を理解し、

父親が会社を休みやすくする

企業の中で女性が活躍できる

職場となるように働きかける

男女を差別するような古い習慣を

なくすよう、地域のみんなで話す

その他

無回答

男子 n=480

女子 n=477

（％）

全体 n=966

41.2

28.6

32.2

33.0

31.9

7.7

25.7

15.1

27.8

1.7

10.7

0 20 40 60

子どものときから男女平等について

家庭でも学校でも学習する

大人の誰もが男女平等について学習する

男女が不平等なことで悩んだり

困っていることを相談できる

男性も家事を理解し参加できるよう

実技を学ぶ教室や講習会を開く

家事・育児などを助け合い、女性が

仕事を続けられるようにする

女性が方針決定や計画づくりに

参加し意見を言えるようにする

企業が男女共同参画を理解し、

父親が会社を休みやすくする

企業の中で女性が活躍できる

職場となるように働きかける

男女を差別するような古い習慣を

なくすよう、地域のみんなで話す

その他

無回答

（％）

【中学生全体】 【中学生・性別】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆◇高校生◆◇ 

全体でみると、「家事、育児などを助け合い、女性が仕事を続けられるようにする」が 42.2％で

最も多く、次いで「子どものときから男女平等について家庭でも学校でも学習する」（35.2％）、「企

業が男女共同参画を理解し、父親が会社を休みやすくする」（34.2％）の順となっています。 

性別でみると、男子では「子どものときから、男女平等について家庭でも学校でも学習する」

（39.5％）が最も高くなっています。 

女子では「家事、育児などを助け合い、女性が仕事を続けられるようにする」（53.8％）が５割

を超え、次いで、「男性も家事を理解し参加できるよう実技を学ぶ教室や講習会を開く」（40.5％）

となっています。 

■その他の内訳 

中学生  高校生 

・育児休暇をすすめる。  ・法律の平等化。 

・お互いを尊重し合い、同じ立場で物事を考える事。  ・両親共に働けるよう子育て施設を充実させる。 

・学校で男女のふれあいの場をつくる。 
 

・産休というものが取りにくい感じがするので、積極的に取れ

るようにしてほしい。 ・地域で男女が仲良くなれる行事を計画して楽しむ。 

・自由らしい生き方を表現するお祭やイベントをする。  
・男女平等はある程度は必要だと思うが、実際に女性が人の上

に立つのは何かと問題があると思う。 

・その他（５件）  ・その他（５件） 
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27.3

23.2

27.3

33.0

11.1

31.5

23.4

23.6

1.7
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28.7
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13.1
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53.8
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子どものときから男女平等について

家庭でも学校でも学習する

大人の誰もが男女平等について学習する

男女が不平等なことで悩んだり

困っていることを相談できる

男性も家事を理解し参加できるよう

実技を学ぶ教室や講習会を開く

家事・育児などを助け合い、女性が

仕事を続けられるようにする

女性が方針決定や計画づくりに

参加し意見を言えるようにする

企業が男女共同参画を理解し、

父親が会社を休みやすくする

企業の中で女性が活躍できる

職場となるように働きかける

男女を差別するような古い習慣を

なくすよう、地域のみんなで話す

その他

無回答

男子 n=521

女子 n=435

（％）

全体 n=964

35.2

27.9

22.3

33.3

42.2

8.7

34.2

24.9

18.7

1.3

8.1
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子どものときから男女平等について

家庭でも学校でも学習する

大人の誰もが男女平等について学習する

男女が不平等なことで悩んだり

困っていることを相談できる

男性も家事を理解し参加できるよう

実技を学ぶ教室や講習会を開く

家事・育児などを助け合い、女性が

仕事を続けられるようにする

女性が方針決定や計画づくりに

参加し意見を言えるようにする

企業が男女共同参画を理解し、

父親が会社を休みやすくする

企業の中で女性が活躍できる

職場となるように働きかける

男女を差別するような古い習慣を

なくすよう、地域のみんなで話す

その他

無回答

（％）

【高校生全体】 【高校生・性別】 


